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一般社団・財団法人における相続税法66条の2
と相続税法施行令33条4項の影響について

は
じ
め
に

平
成
30
年
の
税
制
改
正
に
よ

り
一
般
社
団
法
人
等
に
つ
い
て

租
税
回
避
を
防
止
す
る
た
め
の

措
置
に
つ
い
て
改
正
が
行
わ
れ

「
相
法
66
条
の
2
」
と
「
相
令

33
条
4
項
」
が
創
設
さ
れ
た
。

通
常
、
改
正
が
行
わ
れ
る
理

由
の
多
く
は
、
法
律
に
不
備
が

あ
り
、
そ
こ
を
抜
け
道
と
し
て

租
税
回
避
行
為
が
行
わ
れ
て
い

る
、
或
い
は
、
行
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

公
益
法
人
へ
財
産
の
寄
附
や

遺
贈
を
行
う
の
は
、
公
益
法
人

を
運
営
す
る
上
で
は
必
要
な
こ

と
で
あ
る
。
し
か
も
、
贈
与
税

・
相
続
税
の
租
税
回
避
行
為
と

し
て
否
認
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
の
も
、
公
益
法
人
に
対
し
て

寄
附
や
遺
贈
を
行
っ
た
場
合
で

あ
る
。

平
成
30
年
の
改
正
内
容
を
踏

ま
え
て
、
公
益
法
人
の
う
ち
、

特
に
一
般
社
団
・
財
団
法
人
で

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意

し
て
寄
附
や
遺
贈
を
受
け
入
れ

れ
ば
良
い
の
か
検
討
し
た
い
。

1
�
法
務
上
と
税
務
上
の
一
般
社
団
・
財
団
法
人

の
区
分

法
務
上
は
、
一
般
社
団
・
財

団
法
人
は
「
認
定
法
」
に
よ
り

公
益
認
定
を
受
け
て
い
る
か
否

か
に
よ
り
2
つ
に
区
分
さ
れ

る
。
公
益
認
定
を
受
け
れ
ば
、

名
称
も
公
益
社
団
法
人
・
公
益

財
団
法
人
と
な
り
、
税
務
上
も

公
益
目
的
事
業
で
あ
れ
ば
、
一

般
社
団
・
財
団
法
人
で
あ
っ
た

時
に
は
収
益
事
業
と
さ
れ
て
い

た
も
の
で
も
非
課
税
と
な
る
。

税
務
上
は
、
公
益
認
定
を
受

け
て
い
な
い
法
人
が
営
利
型
と

非
営
利
型
の
2
つ
に
区
分
さ
れ

る
。
非
営
利
型
の
一
般
社
団
・

財
団
法
人
（
以
下
「
非
営
利
型

法
人
」）
は
、
収
益
事
業
を
行

っ
た
場
合
に
の
み
課
税
さ
れ
、

会
費
や
寄
附
金
な
ど
に
対
し
て

は
課
税
さ
れ
な
い
。
な
お
、
営

利
型
の
一
般
社
団
・
財
団
法
人

（
以
下
「
営
利
型
法
人
」）
に

つ
い
て
は
普
通
法
人
と
同
様
に

全
所
得
課
税
と
な
る
。

な
お
、
非
営
利
型
法
人
の
要

件
は
①
「
剰
余
金
の
分
配
を
行

わ
な
い
こ
と
を
定
款
に
定
め
て

い
る
こ
と
」、
②
「
解
散
し
た

と
き
は
、
残
余
財
産
を
国
や
一

定
の
公
益
的
な
団
体
に
贈
与
す

る
こ
と
を
定
款
に
定
め
て
い
る

こ
と
」、
③
「
上
記
①
及
び
②

の
定
款
の
定
め
に
違
反
す
る
行

為
を
し
た
こ
と
が
な
い
こ

と
」、
④「
各
理
事
に
つ
い
て
、

理
事
と
そ
の
理
事
の
親
族
等
で

あ
る
理
事
の
合
計
数
が
、
理
事

の
総
数
の
3
分
の
1
以
下
で
あ

る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
。

2
�
相
続
税
法
施
行
令
33
条
4
項
に
つ
い
て

公
益
法
人
制
度
改
革
に
よ

り
、
役
員
等
が
一
部
の
親
族
等

で
占
め
ら
れ
て
い
る
、
或
い
は

実
質
的
に
支
配
さ
れ
て
い
る
、

さ
ら
に
1
0
0
％
収
益
事
業
し

か
行
わ
な
い
一
般
社
団
・
財
団

法
人
も
設
立
で
き
る
。
こ
の
よ

う
な
法
人
に
財
産
を
移
し
た
ら

相
続
税
・
贈
与
税
が
非
課
税
に

な
る
の
は
問
題
が
あ
る
。

租
税
回
避
行
為
を
防
止
す
る

た
め
の
規
定
は
、
持
分
の
定
め

の
な
い
法
人
に
対
す
る
規
定
と

し
て
相
法
65
条
1
項
と
66
条
4

項
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い

る
。一

般
社
団
・
財
団
法
人
か
ら

特
定
の
個
人
が
特
別
の
利
益
を

受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

個
人
に
対
し
て
贈
与
税
・
相
続

税
を
課
税
す
る
の
が
相
法
65
条

1
項
で
あ
り
、
一
般
社
団
・
財

団
法
人
そ
の
も
の
を
利
用
し
て

租
税
回
避
を
行
っ
て
い
た
場
合

に
は
、
そ
の
法
人
に
対
し
て
贈

与
税
・
相
続
税
を
課
税
す
る
の

が
相
法
66
条
4
項
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
場
合
に
相
法
65

条
1
項
や
66
条
4
項
が
適
用
さ

れ
る
の
か
が
規
定
さ
れ
て
い
る

の
が
相
令
33
条
3
項
で
あ
る
。

こ
こ
で
不
当
減
少
に
該
当
し
て

い
る
か
判
定
を
行
う
。

相
令
33
条
3
項
の
条
文
の
分

か
り
に
く
い
の
が
、
相
法
65
条

1
項
や
66
条
4
項
が
起
こ
ら
な

い
た
め
の
規
定
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

「
4
つ
の
全
て
を
満
た
し
て
い

る
場
合
に
は
不
当
減
少
が
な
い

（
課
税
さ
れ
な
い
）」
も
の
と

し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ど
の

よ
う
な
場
合
に
不
当
減
少
に
該

当
す
る
（
課
税
さ
れ
る
）
の
か

と
い
う
観
点
か
ら
規
定
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
ⅰ
。

そ
こ
で
「
不
当
減
少
要
件
の

明
確
化
」
と
し
て
、
相
令
33
条

4
項
「
一
般
社
団
法
人
等
が
、

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か

を
満
た
さ
な
い
と
き
は
、
法
第

66
条
第
4
項
の
相
続
税
又
は
贈

与
税
の
負
担
が
不
当
に
減
少
す

る
結
果
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の
と
す
る
。」
が
創
設
さ
れ

た
。つ

ま
り
、
こ
ち
ら
の
要
件
を

一
つ
で
も
満
た
さ
な
か
っ
た
ら

不
当
減
少
と
な
り
相
法
66
条
4

項
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

3
�
相
続
税
法
施
行
令
33
条
3
項
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

相
令
33
条
4
項
が
改
正
で
加

え
ら
れ
た
が
、
同
時
に
相
令
33

条
3
項
も
一
部
改
正
さ
れ
た
。

不
当
減
少
を
判
定
す
る
規
定

は
、
相
令
33
条
3
項
と
改
正
に

よ
り
創
設
さ
れ
た
相
令
33
条
4

項
の
2
つ
あ
る
こ
と
に
な
る
。

ど
ち
ら
を
優
先
し
て
判
定
を
行

う
の
か
が
33
条
3
項
に
規
定
さ

れ
て
い
る
。

相
令
33
条
3
項
は
「
次
に
掲

げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
と

き
（
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般

財
団
法
人
（
当
該
贈
与
又
は
遺

贈
の
時
に
お
い
て
次
条
第
四
項

各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い

て
「
一
般
社
団
法
人
等
」
と
い

う
。）
に
あ
っ
て
は
、
次
項
各

号
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満

た
す
と
き
に
限
る
。）
は
、
法

第
六
十
六
条
第
四
項
の
相
続
税

又
は
贈
与
税
の
負
担
が
不
当
に

減
少
す
る
結
果
と
な
る
と
認
め

ら
れ
な
い
も
の
と
す
る
。」
と

改
正
さ
れ
た
。

相
法
66
条
4
項
の
規
定
は

「
持
分
の
定
め
の
な
い
法
人
」

が
対
象
で
あ
る
が
、
相
令
33
条

4
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
法

人
は
一
般
社
団
・
財
団
法
人
に

限
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

一
般
社
団
・
財
団
法
人
は
33
条

4
項
の
要
件
を
全
て
満
た
し
た

時
に
相
令
33
条
3
項
の
判
定
を

行
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、「
次
条
第
四
項
各

号
に
掲
げ
る
も
の
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
」
と
な
っ
て
お

り
、
次
条
第
四
項
と
い
う
の
は

相
令
34
条
4
項
で
あ
り
、
具
体

的
に
は
、
公
益
社
団
・
財
団
法

人
、
非
営
利
型
法
人
の
こ
と
で

あ
る
。

つ
ま
り
、
一
般
社
団
・
財
団

法
人
の
中
で
も
営
利
型
法
人

は
、
相
令
33
条
4
項
に
よ
る
不

当
減
少
の
判
定
を
行
い
、
全
て

の
要
件
を
満
た
し
て
か
ら
相
令

33
条
3
項
に
お
い
て
判
定
を
行

う
。
つ
ま
り
2
段
階
で
判
定
を

行
う
こ
と
と
な
る
。

そ
れ
以
外
の
公
益
社
団
・
財

団
法
人
、
非
営
利
型
法
人
は
、

相
令
33
条
4
項
の
規
定
の
適
用

は
な
い
の
で
、
改
正
前
と
同
様

に
相
令
33
条
3
項
だ
け
で
判
定

す
る
。

よ
っ
て
、
改
正
で
創
設
さ
れ

た
相
令
33
条
4
項
は
、
税
務
上

は
公
益
法
人
と
は
言
え
な
い
営

利
型
法
人
を
対
象
と
し
た
規
定

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

4
�
相
続
税
法
66
条
の
2
に
つ
い
て

⑴
「
持
分
」
が
な
い
こ
と
を
利

用
し
た
租
税
回
避
に
つ
い
て

課
税
さ
れ
な
い
た
め
の
要
件

（
相
令
33
条
3
項
）
を
一
時
的

に
満
た
し
た
上
で
一
般
社
団
法

人
等
へ
財
産
を
贈
与
、
譲
渡
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
に

一
般
社
団
法
人
等
へ
の
財
産
を

移
転
し
た
時
だ
け
課
税
す
る
の

で
は
相
続
税
回
避
防
止
策
と
し

て
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
こ
で

一
族
で
実
質
的
な
支
配
を
維
持

し
て
い
る
法
人
に
対
し
て
、
理

事
が
亡
く
な
っ
た
場
合
（
交
代

時
で
は
な
く
死
亡
時
）
に
は
、

支
配
力
の
承
継
を
通
じ
た
「
実

質
的
な
財
産
移
転
」
が
あ
っ
た

も
の
と
し
て
一
般
社
団
法
人
等

を
個
人
と
み
な
し
て
相
続
税
を

課
税
す
る
と
い
う
相
法
66
条
の

2
が
新
た
に
創
設
さ
れ
た
（
こ

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
法
人
の

こ
と
を
「
特
定
一
般
社
団
法
人

等
」
と
言
う
）
ⅱ
。

算
式
は
、
相
続
開
始
時
の
特

定
一
般
社
団
法
人
等
の
純
資
産

価
額
を
同
族
理
事
等
の
数
に
プ

ラ
ス
1
し
た
数
で
割
っ
た
金
額

と
な
る
（
死
亡
に
よ
っ
て
一
人

欠
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
プ
ラ

ス
1
を
し
て
死
亡
前
の
状
態
に

戻
す
）。

ま
た
、
死
亡
間
際
に
理
事
を

交
代
す
る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ

る
の
で
、
相
続
開
始
前
5
年
以

内
に
そ
の
一
般
社
団
法
人
等
の

理
事
だ
っ
た
人
が
死
亡
し
た
場

合
に
も
相
続
税
を
課
税
す
る
。

⑵
課
税
の
対
象
と
な
る
特
定
一

般
社
団
法
人
等
の
要
件

①
被
相
続
人
の
相
続
開
始
の
直

前
に
お
け
る
そ
の
被
相
続
人
に

係
る
同
族
理
事
の
数
が
理
事
の

総
数
に
占
め
る
割
合
が
2
分
の

1
を
超
え
る
こ
と

②
被
相
続
人
の
相
続
の
開
始
前

5
年
以
内
に
お
い
て
そ
の
被
相

続
人
に
係
る
同
族
理
事
の
数
が

理
事
の
総
数
に
占
め
る
割
合
が

2
分
の
1
を
超
え
る
期
間
の
合

計
が
3
年
以
上
で
あ
る
こ
と

こ
の
規
定
の
適
用
対
象
法
人

だ
が
、
非
営
利
型
法
人
は
、「
理

事
の
う
ち
親
族
等
の
占
め
る
割

合
は
3
分
の
1
以
下
」
と
い
う

要
件
が
あ
る
の
で
対
象
と
は
な

ら
な
い
。

よ
っ
て
、
改
正
で
創
設
さ
れ

た
相
法
66
条
の
2
の
適
用
対
象

法
人
は
、
相
令
33
条
4
項
と
同

様
に
営
利
型
法
人
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

む
す
び
に

2
つ
の
改
正
点
を
確
認
し
た

が
、
ど
ち
ら
も
営
利
型
法
人
を

対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
非

営
利
型
法
人
に
つ
い
て
は
平
成

30
年
改
正
の
影
響
は
全
く
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
改
正
で
終
わ

り
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
今
後

も
一
般
社
団
・
財
団
法
人
を
利

用
し
て
相
続
税
等
を
不
当
に
減

少
さ
せ
よ
う
と
す
る
法
人
が
目

立
つ
よ
う
で
あ
れ
ば
、
厳
し
い

改
正
が
入
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
真
面
目
に
公
益

法
人
と
し
て
運
営
し
て
い
る
人

の
足
を
引
っ
張
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。

一
般
社
団
・
財
団
法
人
に
寄

附
や
遺
贈
を
行
う
こ
と
は
自
己

の
財
産
か
ら
は
完
全
に
切
り
離

さ
れ
た
財
産
と
な
る
。
一
般
社

団
・
財
団
法
人
は
、本
来
は
公
益

法
人
で
あ
り
、
節
税
に
利
用
さ

れ
る
た
め
の
法
人
で
は
な
い
。

多
く
の
公
益
法
人
は
、
真
面

目
に
本
来
の
業
務
を
行
っ
て
い

る
。
例
外
的
な
ご
く
一
部
の
法

人
が
目
立
つ
だ
け
に
、
一
般
社

団
・
財
団
法
人
の
多
く
が
租
税

回
避
の
た
め
に
設
立
さ
れ
て
い

る
と
誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
。

租
税
回
避
行
為
は
、
防
が
な

け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
健
全
な

公
益
法
人
を
阻
害
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
多
く
の

本
来
業
務
を
行
っ
て
い
る
公
益

法
人
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

ス
ム
ー
ズ
で
平
易
に
寄
附
が
出

来
る
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な

い
。そ

の
た
め
に
は
、
一
般
社
団

・
財
団
法
人
で
は
寄
附
や
遺
贈

を
し
て
く
れ
る
人
々
に
対
し

て
、
正
し
く
租
税
制
度
を
説
明

で
き
る
よ
う
に
準
備
を
怠
っ
て

は
な
ら
な
い
。

ⅰ
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